
（１）表紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙様式２－１)


	整理番号
	※


※応募者は記入しないこと。






東京都住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅
安心居住パッケージ事業
事　業　提　案　書






　　令和３年　　月　　日

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　





　　（別紙様式２－２）
	・本事業の実施方針、達成目標

	














	・実施体制

















（２）本事業に対する運営方針
注１：実施体制には、組織体制、モデル事業統括責任者、担当者の業務経験等（例：居住支援に係る業務経験、業務実施に資する取得資格）を記載してください。
注２：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載してください。

（別紙様式２－３）
（３）活動実績
	・これまでの居住支援に係る活動実績

	



注１：これまでの居住支援に係る活動の特長、取組成果、具体的な課題解決事例等を記載してください。
注２：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載してください。
（別紙様式２－４）
（４）事業内容
	・居住支援サービスのマネジメント

	







注１：東京ささエール住宅（セーフティネット住宅）の確保の方法、入居者の募集方法、提供する居住支援サービスの企画・提案方法及びその実施に至るまでの流れを具体的に記載してください。
注２：他の居住支援サービス提供事業者と連携してサービスを提供する場合、他の事業者との連携方法（例：協定等の締結）や緊急時における対応方法を具体的に記載してください。
注３：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載してください。


（別紙様式２－５）
（４）事業内容
	・居住支援サービスの提供

	







注１：提供可能な居住支援サービスの種類、その内容及び価格等を具体的に記載してください。
注２：提供可能な居住支援サービスの独自性や発展性（どのような要配慮者へどの程度の需要を見込んでいるのか等）も記載してください。
注３：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載してください。
（別紙様式２－６）
（４）事業内容
	・居住支援ネットワークの強化

	







注１：連携強化を図る関係者の名称やその役割、連携強化の方法及び連携強化に対する効果を具体的に記載してください。
注２：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載してください。
（別紙様式２－７）
（５）事業の発展性等
	[bookmark: _GoBack]・事業の発展性、再現性

	







注１：提案事業を将来的にどのように発展させていくか。また、他の地域や居住支援法人等が提案事業を再現するための方法について具体的に記載してください。
注２：記載に当たっては、原則Ａ４判１枚(片面)に記載すること。


